
国立病院機構東埼玉病院面会規程 

 

（目的） 

第１条 本規程は、患者の尊厳の保持、療養生活の質の向上、家族支援並びに円滑な入退院

支援を図るため、適切な面会環境の整備に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（基本方針） 

第２条 患者と家族等との交流機会を尊重し、必要な面会機会の確保に努めるものとする。 

２ 面会制限を行う場合は、感染対策、患者の病状、治療上の必要性その他やむを得ない理

由に基づき、必要最小限の範囲で実施するものとする。 

 

（面会時間） 

第３条 面会時間は、病院において定める時間内とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号に該当する場合は、面会時間の調整又は制限を行う

ことがある。 

一 診療、検査、処置又はリハビリテーションの実施時 

二 患者の安静確保が必要な場合 

三 緊急対応時 

四 その他病院運営上必要と認められる場合 

 

（面会者の遵守事項） 

第４条 面会者は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

一 面会前後に手指衛生を実施すること 

二 マスクを着用すること 

三 発熱、咳、咽頭痛、下痢等の感染症状がある場合は面会を行わないこと 

四 他の患者の療養環境に十分配慮すること 

五 多人数又は長時間の面会を避けること 

六 職員の指示に従うこと 

 

（面会の制限） 

第５条 当院は、次の各号に該当する場合、必要最小限の範囲で面会を制限することができ

る。 

一 感染症の流行時 

二 院内感染対策上必要と認められる場合 

三 患者の病状が不安定又は悪化している場合 

四 集中治療、医療処置又は療養管理上必要な場合 

五 他の患者への影響が懸念される場合 

六 その他病院運営上やむを得ない場合 



２ 前項の規定による制限にあたっては、患者の心理的支援、家族支援及び退院支援の観点

に配慮し、過度に制限的な運用とならないよう努めるものとする。 

 

（特別な配慮） 

第６条 当院は、次の各号に掲げる場合において、患者及び家族等に対し必要な配慮を行う

ものとする。 

一 病状説明時 

二 終末期医療における支援 

三 入退院支援の実施時 

四 意思決定支援を要する場合 

五 小児患者への対応 

六 障害等により支援を必要とする場合 

 

（周知） 

第７条 本規程は、院内掲示、病院ホームページその他適切な方法により、患者及び家族等

に周知するものとする。 

 

（見直し） 

第８条 本規程は、感染症の流行状況、診療報酬制度の改定、院内感染対策その他必要な事

項を踏まえ、適宜見直しを行うものとする。 

 

附則 

１ 本規程は、令和８年６月１日から施行する。 

 


